
水系１液高耐候性反応硬化型ウレタン塗料

ダイヤ
ビフレッシュウレタン艶消し

特　長

ウレタン結合により耐久性に優れた塗膜を形成します。
調合の手間や可使時間の制限のない1液反応硬化タイプです。

(1)素地に付着している塵、汚れ、油脂類、レイタンス等を完全に除去して下さい。
(2)素地のｐＨ10以下、水分10％以下で施工して下さい。
(3)雨上がり後は、均一に乾いてから施工して下さい。
(4)脆弱層が厚い場合には、取り除いてから施工して下さい。
(5)チョーキングは、脆弱部をサンダー、ワイヤブラシ等でケレン後、高圧洗浄で除去して下さい。
(6)ＰＣパネル、現場打ちコンクリートの場合：
①豆板、木コン、破損箇所、不陸などは、ダイヤセメントフィラー、セメンシャス＃2000、セメンシャス＃2500、
　リマモル＃70等の下地調整材を使用し、補修して平滑にして下さい。
②表面が緻密でレイタンス層がある場合は、レイタンスを除去し、ダイヤガンコシーラー又は、
　ダイヤシーラーエポをご使用下さい。
(7)ALCパネルの場合：
①ALCフィラーまたはダイヤフィラーを塗布して下さい。
(8)窯業系サイディングボードの場合：
①全面にダイヤシーラーエポまたはガンコシーラーによる下地調整が必要です。
(9)吹付面周辺は、汚れや損傷を与えないように養生紙や養生テープ等で完全養生して下さい。

ダイヤワイドシーラー
無希釈

ﾀﾞｲﾔﾋﾞﾌﾚｯｼｭｳﾚﾀﾝ艶消し
清　水

15㎏

16㎏
0.3～1.6㍑

0.1～0.2㎏／㎡
75～150㎡/缶

0.20～0.30㎏/㎡
53～80㎡/缶
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工　程 材　料 希釈
割合

所要量

標準施工仕様

＊ 間隔時間は、温度23℃,湿度50％の場合です。冬期，夏期では、温度，湿度によって間隔時間にかなりの差異がありますので注意して下さい。
＊ 下地の吸い込みが著しい場合は､下塗りを2回塗りして下さい。

落ち着いた風合いの艶消し塗料です。



■試験成績表
試 験 項 目

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

低 温 安 定 性

塗 膜 の 外 観

乾 燥 時 間

隠 ペ イ 率

耐 水 性

耐 ア ル カ リ 性

耐 洗 浄 性

促 進 耐 候 性

屋 外 暴 露

鏡 面 光 沢 度

防 カ ビ 性

防 藻 性

　　　品質基準

かき混ぜた時、堅いかたまりがなく一様になること。

エアレス・ローラーブラシ・刷毛による塗装作業に支障がないこと

－5℃に冷やしても変質しないこと。

塗膜の外観が正常であること。

23℃：2時間以内

5℃：4時間以内

93％以上

4 日間浸した時、塗面に異常がないこと

2 日間浸した時、塗面に異常がないこと

500 回の洗浄に耐えること

照射時間300 時間で塗膜に割れ
・はがれ・膨れがなく、色の変化の
程度が見本品に比べて大きくないこと

12 ヶ月の試験で
塗膜に割れ,はがれ・膨れ及び穴がなく、

色変化の程度が見本品に比べて
大きくないこと

8％以下

28 日後カビの発生が認められないこと

28 日後藻の発生が認められないこと

2101―4―200・KOW

（03）5322－7020 （03）5322－7021FAX.
〒163－0825  東京都新宿区西新宿2－4－1 新宿NSビル

URL  http://www.dia-dyflex.jp
※ 全国の最寄りの支店・営業所をご案内致します。お気軽にお問い合わせ下さい。

取扱店

ダイヤビフレッシュウレタン艶消し
水系１液高耐候性反応硬化型ウレタン塗料

試験成績

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

97％

異常なし

異常なし

10000回
異常なし

異常なし

異常なし

7％

認められない

認められない

試験方法

JIS K 5663：2003 7.4

自社試験法

JIS K 5663：2003 7.6

JIS K 5663：2003 7.8

JIS K 5663：2003 7.7

JIS K 5663：2003 7.9

JIS K 5663：2003 7.10

JIS K 5663：2003 7.11

JIS K 5663：2003 7.12

JIS K 5663：2003 7.13
※主材には複層塗材ＲＥを

用いた。

JIS K 5663：2003 7.14

JIS K 5600：1999 4-7

防カビ試験（自社法）

防藻試験（自社法）

40分

90分

■施工・管理上の注意

20. 安全衛生上の詳細な注意点については安全データシート（SDS）をご確認下さい。
21. 施工・管理上の詳細な注意点について仕様書等をご確認下さい。

18. シーリング材の上に施工することは避けて下さい。汚染、ひび割れ、剥離などの不具合が発生するおそれがあります。
　  必要上塗布する場合は、シーリング材との塗り重ね適合性を充分確認のうえ施工して下さい。

13. 濃色や原色に近い色の場合、強くこすると色が取れる場合があります。

17.

19.
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